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2. Any man is liable to err, only a fool persists in error. Marcus Tullius Cicero

誰もが過ちを犯しがちだが、ただ愚か者だけが過ちに固執する
� マルクス・トゥルリウス・キケロ

rάt, rɔ́t
腐る、腐敗、腐食、状況の悪化4026 rot

lɔ́ɚ, lɔ́ː
（特定の分野に関する）言い伝え、口承説話、民間伝承4025 lore

fíːt
偉業、勲功、離れわざ4024 feat

dɪspǽtʃ
派遣する、急送する、素早く処理する、派遣、発送、緊急公文4023 dispatch

prάvədns, prɔ́v-
摂理4022 providence

dʒάli, dʒɔ́li
陽気な、機嫌のいい、楽しい、非常に4021 jolly

tʃéri
サクランボ、チェリー、桜の木、桜桃の木、鮮紅色、鮮紅色の4020 cherry

pɑstí(ə)riɚ, pɔstíəriə
後ろの、後ろにある4019 posterior

drǽstɪk
思い切った、徹底的な、激烈な4018 drastic

dʒʌ́ŋk
がらくた、廃品、（ゴミとして）捨てる4017 junk

rʌ́m
ラム酒、おかしな、奇妙な4016 rum

]ɪmpάɚt, -pάːt
（情報などを）伝える、分け与える4015 impart

vǽnɪʃ
（忽然と）消える、なくなる4014 vanish

1. My only fault is that I don’t realize how great I really am. Mohammad Ali

俺の唯一の欠点は自分が実際どれほど偉大な人間か理解していないことだ。
� モハメッド・アリ

4001 senate

4002 martyr

4003 encompass

4004 antagonist

4005 throng

4006 bead

4007 unification

4008 stigma

4009 preclude

4010 offend

4011 reap

4012 mitigate

4013 regimen

sénət

mάɚtɚ, mάːtə

ɪnkʌ́mpəs, en-

æntǽɡənɪst

θrɔ́ːŋ, θrɔ́ŋ

bíːd

jùːnəfɪkéɪʃən

stíɡmə

prɪklúːd

əfénd

ríːp

mítəɡèɪt

rédʒəmən

（アメリカ、フランスなどの）上院、（大学の）評議員会、（古代ロー
マの）元老院

殉教者、（病気などで）常に苦しむ人、殉教者にする

含む、網羅する、囲む

敵対者、（芝居などの）悪役

人だかり、雑踏、群がる

ビーズ、（露などの）玉

統一、単一化、統合

恥辱、烙印、汚名、《植物》柱頭

妨げる、不可能にする

気分を害する、法に背く、過ちを犯す

（よい）結果を得る、（作物を）収穫する

緩和する、軽減する、和らげる

食餌療法
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単語で世の中を読む

stress & love

　私たちが日常よく聞く単語のうちの一つは、おそらく stress：

ストレスではないかと思われます。日常多くの人たちがストレスと

いうことばを口にして暮らしているのを、容易に見ることができま

す。物質的には世の中がだんだん豊かになっていますが、精神的に

は次第に貧しくなっているようで、少しほろ苦くもあります。次第

により多くのストレスを受けるのは、私たちの避けられない宿命で

しょうか。そこで、ストレスという単語の使用頻度数を確認してみ

ました。予想通り一貫して増加してきましたが、意外に 1990 年

代からその使用頻度が減りはじめました。ストレスが慢性になって

もはやストレスのように感じられないのでしょうか。そう考えると

とても悲しいです。使用頻度が減った理由が気になって、いくつか

の単語を検索していて、ストレスの使用頻度と正反対に推移する単

語を発見しました。それがまさに love：愛です。愛という単語を

1800 年代から調べてみると使用頻度が漸
ぜん

進的に減っていたのが、

20世紀末から一貫してその使用頻度数が増えています。もしかし

て私たちのストレスが減ったのは、私たちがより多く愛するように

なったからではないでしょうか。皆さん、私たちはもっとお互い

を、そして自分自身を愛するべきでしょう。愛こそストレスに対す

る最高の処方ではないかと思います。

135. To improve is to change; to be perfect is to change often.  Winston Churchill

改善することは変えることだ。完璧さは何度でも変えることだ
� ウインストン・チャーチル

ɪɡzɔ́ɚbətnt, eɡ-, -zɔ́ː-
（価格が）法外な、途方もない5755 exorbitant

lívɪd
激怒した、ものすごく怒った、（あざのように）青黒い、（顔色が）
青い

5754 livid

kjúːkʌmbɚ, -bə
キュウリ5753 cucumber

kɔ́ɚtɪɚ, kɔ́ːtiə
廷臣（ていしん）、ご機嫌取り5752 courtier

lάɚvə, lάː-
幼虫5751 larva

kóʊlt, kə́ʊlt
雄の小馬、ジュニアチームの選手、コルト式自動拳銃5750 colt

kəntrάɪv
なんとかして～する、うまく～してのける、考案する、工夫する5749 contrive

stʌ́bl
切り株、無精ひげ5748 stubble

wíðɚ, -ðə
しおれる、枯れる、弱まる5747 wither

tɚ́ːʃièri, tə́ːʃəri
第３の、３番目の、第３次の5746 tertiary

fæstídiəs
潔癖すぎる、几帳面な、好みの難しい5745 fastidious

ləbíːdoʊ, -dəʊ
性欲、性的衝動5744 libido

flάpi, flɔ́pi
だらけている、意気地のない5743 floppy
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［X軸：年度、Y軸：総単語中の使用頻度］


